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地震のスケーリング則、断層のセグメンテーションと構造的な成熟度 

要約 

地震時におけるすべり量と断層長さの測定結果は、大きな応力降下のばらつきを示唆している。我々は、

この明らかなばらつきの考えられる原因を追究して、大地震（M≥6）のすべり量と断層長さを測った拡張的

セットを分析する。このようなばらつきは、様々な数の主要な断層セグメントを破壊する地震によって生じ

ることを提案する。その数はセグメント間のゾーンの強さに依存し、それ自体が断層の構造的成熟度に依存

する。我々は、この複数のセグメント破壊の考え方に基づいて新しい Dmax－L パラメータ化を提案する。

このようなパラメータ化では、各破壊セグメントは大雑把にクラックとして測定されるが、複数セグメント

破壊の全体としてはそうではない。各セグメントの応力降下量はほぼ一定であり、3.5〜9MPa の間でしか変

化しない。 
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アジア（広義）、トルコ、西米、日本の 4 つの地

震活動地域で発生している、大規模（M>～ 6）、浅

い（破壊領域幅<40km、平均値に相当する Wmean

は 18km）、混合焦点機構の内陸地震（横ずれ、逆断

層、正断層）の、変位量と断層長さについての２５

０個程度のデータを検討する。これらの地域では、

長期的な活断層は一般によく知られており、その表

面形状（全長、セグメンテーション、断層タイプ、

関連二次断層帯）、年代、最大すべり率、合計累積

変位量が一般的に決定されている。 

アジアのデータセットを詳細に分析し始める。そ

れは一番密集しているからである。 図 1a はアジア

の地表の最大変位量―断層長（Dmax-L）データを

示し、しるしの大きさはデータの質の高さを示して

いる。 データはかなり分散しているため、それら

をすべて正しく調整することはできない。 
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アジア、北西アメリカ、トルコ、日本の４地域における地表の最大変位量―断層長データ 


